
子ども家庭局

平成27年度　行政評価の取組結果（子ども家庭局）
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順調

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「放課後児童クラブの待機児
童数」および「保育所待機児
童数」のいずれも年度当初の
待機児童が0人であったこと
により、「順調」と判断。
　放課後児童クラブでは、子
ども・子育て新制度に伴い、
児童の集団規模を70人以下か
ら概ね40人以下とし、指導員
の配置基準を児童20人ごとに
1人から概ね40人以下に2人配
置することができた。
　また、希望するすべての子
どもが入所でき、充実した活
動ができるよう、指導員を対
象にした研修の充実を図っ
た。
　保育所待機児童数(10月)の
目標は達成できなかったもの
の、前年度比では減少してい
る。
　幼稚園に対する満足度
（施設・環境）は目標を達成
することができた。
　新制度への移行を希望する
全ての私立幼稚園が認定こど
も園や施設給付型の幼稚園へ
移行することができた。

【課題】
　放課後児童クラブに対する
満足度（開所日、開所時間）
と19時まで開設しているクラ
ブの割合が、前年度に比べ若
干減少していることから、利
用者の利便性向上のための取
り組みが必要。
　引き続き教育・保育施設の
利用状況や利用者の希望とと
もに、事業者の意向などを踏
まえ、認定こども園への移行
支援、普及に努めることが必
要。
　認定こども園など、新制度
への移行を希望する全ての幼
稚園が円滑に移行することが
できるよう、必要な支援を継
続することが必要。

　放課後児童クラブの施設整
備や利用内容の充実など、運
営基盤の強化を図る。
　放課後児童支援員等の資質
向上など放課後児童クラブの
運営体制の充実を図るととも
に、クラブの活動内容の充実
を目指して、学校や地域との
連携を図り、魅力あるクラブ
の運営を促進する。
　「北九州市子ども・子育て
支援事業計画」に基づき、計
画的に教育・保育を提供する
ことで、平成29年度末までを
目標に、年間を通じた待機児
童の解消を図る。
　教育・保育施設の利用状況
や利用者の希望とともに、幼
稚園、保育所事業者の意向な
どを踏まえ、幼稚園と保育所
の機能を併せ持つ認定こども
園への移行支援・普及に努め
る。
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放課後児童クラ
ブの運営

子育
て支
援課

市民ニーズに応えられ
る放課後児童クラブの
運営内容を確保するた
め、運営団体に対する
研修会の実施、開設時
間の標準化や延長の推
進等により、運営体制
の充実を図る。また、
障害のある児童や高学
年児童を含め利用者が
増加する中で、児童へ
の対応を充実するた
め、適切な指導員数を
配置するとともに、研
修の充実、指導員相互
の交流や情報交換、障
害のある児童などの対
応を支援するための臨
床心理士等の巡回派遣
を行い、指導員の資質
向上を図る。
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数
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～31年度】」掲載内容
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　保育所の新設や増改築を行
い、目標を下回ったものの
413人の入所定員の拡大を
図った。
　しかし、市全体では概ね保
育需要に対応できる状態にあ
るため「順調」と判断。

　新制度への移行を希望する
全ての私立幼稚園が認定こど
も園や施設給付型の幼稚園へ
移行することができた。
　市民アンケートにおける
「幼稚園に対する満足度（施
設・環境）」が昨年度に比べ
向上した。
　以上のことから、「順調」
と判断。

　放課後児童クラブにおける
満足度（開所日、開所時間）
の割合は、前年度76.2％に対
し73.4％となり、また19時ま
で開設しているクラブの割合
は、H25年度13.7％に対し
12％と、若干減少したが、子
ども・子育て新制度に伴い、
児童の集団規模を70人以下か
ら概ね40人以下とし、指導員
の配置基準を児童20人ごとに
1人から概ね40人以下に2人配
置することができた。
　また、指導員を対象にした
研修においては、研修の受講
だけでなく、受講後のフォ
ローアップ効果を向上させる
ため、研修時のポイントをま
とめた「研修だより」を発行
した。
　臨床心理士等の派遣も今年
度で5年目を迎え、各クラブ
の実情に即した助言等を行う
ことができている。こうした
取り組みの結果、障害のある
子どもへの理解が進み、児童
の受入が促進された。
　以上のことから、「順調」
と判断。

人件費（目安）

順調

5,800 順調

順調
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「子ども・子育て支援
新制度」に基づき、新
制度に移行する私立幼
稚園や認定こども園の
運営費等を助成しま
す。

保育所運営事業
保育
課

仕事と子育ての両立支
援を推進するため、保
育を必要とする子ども
は誰でも保育所に入所
でき、多様なニーズに
応えながら、子どもの
健やかな育成を支援す
る保育サービスの実現
を図る。
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　「北九州市子ども・子育て
支援事業計画」に基づき、計
画的に教育・保育を提供する
ことで、平成29年度末までを
目標に、年間を通じた待機児
童の解消を図る。
　保育士等の人材確保に取り
組むとともに、教育・保育の
質の向上を図るため、体系的
な研修等を通じて幼稚園教
諭、保育士等の専門性の向上
に取り組む。
　子どもの生活リズムに十分
配慮しながら、幼稚園におけ
る預かり保育や保育所におけ
る延長保育、休日保育など、
多様なニーズに対応した保育
サービスの充実を図る。

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「幼稚園に対する満足度
（教育・保育の内容）」およ
び「保育所に対する満足度
（教育・保育の内容）」のい
ずれも前年度に比べ向上した
ことにより、「順調」と判
断。
　年間を通じた待機児童等の
解消を図るため、小規模保育
事業や認定こども園運営支援
事業などの受入児童数の拡大
を図った結果、10月1日現在
の保育所待機児童数は、昨年
度を下回ることができた。
　また、保護者の働き方や地
域の実情に応じた多様な保育
を提供するため、延長保育や
一時保育、障害児保育といっ
た特別保育や、病児・病後児
保育の充実を図った。
　あわせて、入所定員の増加
に伴い、保育士等の就職説明
会の開催など保育士等の確保
に努めた。

【課題】
　今後も、保育の量の確保と
教育・保育の質の向上や、保
育士等の人材の確保など、平
成29年度末までの待機児童の
解消に向けて取り組むことが
必要。
　保育士等の資格を持つ保育
の職に就いていない者を対象
にした就職説明会や、実務を
含めた研修会については、参
加施設をさらに増加させるこ
とが必要。

順調

保育所に対する満足度（教
育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容
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年間を通
じた待機
児童解消
策の推進
など保育
の充実
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保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容
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(78.5%)比
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保護者の就労形態の多
様化等に対応するた
め、保育所の保育時間
を午後7時もしくは8時
まで延長する「延長保
育」の充実を図る。ま
た、保護者のパート就
労や育児リフレッシュ
等の理由により、一時
的に家庭での保育が困
難となる児童を保育所
において保育する「一
時保育」の充実を図
る。さらに、保育所の
通常保育に加え、延長
保育や一時保育におい
ても、統合保育の可能
な障害のある児童の受
け入れを行う「障害児
保育」の充実を図る。

人

0.10

課
長

0人
(H30･31年度)

855,606

776,332

平成26年度
（74.2%）
比向上

　市内11箇所で事業を実施す
るとともに、「利用のてび
き」やポスターを作成して関
係各施設で配布・掲示を行
い、ＰＲに努めた。
　加えて、市ホームページ上
に利用申請書類を掲載し、保
護者が自宅でダウンロードで
きるようにした。
　その結果、登録者数数は前
年度に比べ300人程度増加し
ているため、保護者ニーズは
依然高く、その有効性は高い
と考えた。
　以上のことから、「大変順
調」と判断。

　国からの制度の詳細が示さ
れた時期が平成27年度直前で
あり、準備が間に合わない園
があることなどから、事業実
施施設はやや少なめとなった
が、幼稚園に対する満足度
（施設・環境）が昨年度に比
べ向上したことから、「順
調」と判断。

9,300

順調4,6505

4
地域型保育給付
（小規模保育）

順調

職
員

人

124,484332,055

81,303

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン

(第2次計
画）」での成
果指標（目

標）

　事業を開始するための施設
整備に時間を要したが、10月
時点の保育所待機児童数は前
年を下回ることができたため
「順調」と判断。

人

0.40

人

課
長

　平成27年度は、新たに3施
設が延長保育事業（1時間延
長）を実施したほか、1施設
が延長保育の時間を1時間か
ら2時間に延長した。その結
果、平成27年度の延長保育全
体の延べ利用児童数は17,745
人であり、多様化する就労形
態への対応として高い効果が
あった。
　また、平成27年度は新たに
５施設で一時保育を実施し
た。その結果、全76施設にお
いて年間延べ23,234人の児童
が一時保育を利用した。
　以上のことから「順調」と
判断。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）
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人

人

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン

(第2次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

保育所待機児童数
(４月)

保育所待機児童数
(10月)

平成25年度
(78.5%)比

向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

大変
順調

0.10

0.10

－

0人
(H30･31年度)

146,700

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

0人
(H25年度)

220人
(H25年度)

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

幼稚園に対する満
足度（教育・保育
の内容）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

幼稚
園・
こど
も園
課、
保育
課

年間を通じた待機児童
の解消を図るため、年
度中途の入所が困難な
3歳未満児の保育ニー
ズに対応するため、小
規模保育事業を実施す
る幼稚園、保育所等に
対し、運営費を助成す
る。

一時預かり事業

幼稚
園・
こど
も園
課

「子ども・子育て支援
新制度」により実施す
る一時預かり事業にお
いて、保護者のニーズ
に応じて教育時間の終
了後等に預かり保育を
実施する私立幼稚園を
支援します。

保育
課

特別保育事業補
助

7

平成26年度
(84.4%)比

向上

119,966 2,900

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

保育所に対する満足度（教
育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

病児保育事業
保育
課

保護者の勤務の都合、
疾病、事故、出産及び
冠婚葬祭など、やむを
えない事由により家庭
での保育が困難な病気
中、病気回復期にある
児童を医療機関併設型
の施設において保育
し、保護者の子育てと
就労の両立を支援す
る。

係
長

0.40
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

人件費（目安）

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度

H26年度

H26年度事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

目
標

0 人 0 人

実
績

0 人 0 人

達
成
率

100 ％ 100 ％

目
標

0 人 0 人

実
績

246 人 139 人

達
成
率

― ％ ― ％

目
標

0 人 0 人
課
長

0.40 人

実
績

246 人 139 人
係
長

0.60 人

達
成
率

― ％ ― ％
職
員

0.60 人

保育所待機児童数
(10月)

保育士就職支援事業
（保育士資格取得見込
の学生等を対象に就職
説明会を実施）、保育
士資格活用研修事業
（保育士の資格を持っ
ていて、現在、保育士
の職に就いていない人
（潜在保育士）を対象
とした研修を実施）、
保育士・保育所支援セ
ンター開設等事業等
（保育士の就職支援や
相談等による離職防
止）、幼稚園教諭免許
状を有する者の保育士
資格取得支援等事業
（幼稚園教諭の保育士
資格取得支援や幼稚園
への就職支援等）によ
り、待機児童の解消を
図るため、保育士等の
人材確保に取り組みま
す。

7,557

保育所待機児童数
(４月)

職
員

8
保育サービスコ
ンシェルジュ事
業

保育所、幼稚園や地域
の子育て支援の事業等
の利用について、情報
の収集と提供を行うと
ともに、利用にあた
り、子どもや保護者か
らの相談に応じるた
め、各区役所及び
「（仮称）女性活躍推
進センター」に１名ず
つ保育サービスコン
シェルジュを配置す
る。

保育所待機児童数
(10月)

220人
(H25年度)

0人
(H30･31年度)

0人
(H30･31年度)

13,918 2,400
大変
順調

0人
(H25年度)

　相談対応件数（H26：5,444
件、H27：10,740件）は、目
標を達成している。
　10月時点の待機児童の解消
には至っていないが、前年度
から減少している。
　以上のことから、「大変順
調」と判断。

順調220人
(H25年度)

0人
(H30･31年度)

0.10

係
長

幼稚
園・
こど
も園
課・
保育
課

課
長

0.10 人

13,800

20,335

人

0.05 人

15,1002,888

20,200
保育
課

9

　保育士資格取得見込者や保
育士等の資格を持っていて保
育所での職に就いていない者
を対象に就職説明会や実務を
含めた研修会を開催し、保育
士確保のための支援を図っ
た。
　以上のことから「順調」と
判断。

保育士等の確保
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

100 ％
平成20年度
（58.8%）比

増加

実
績

94.2 ％

達
成
率

94.2 ％

目
標

平成25年度
（93.4%）比

増加

実
績

93.8 ％

達
成
率

99.6 ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）比

減少

実
績

30.2 ％

達
成
率

― ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）比

減少

実
績

23.9 ％

達
成
率

102.3 ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）比

減少

実
績

29.4 ％

達
成
率

101.1 ％

Ⅰ-1-
(1)-③ 

母子が健
康に生活
できる環
境づくり

順調 【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合」が就学前児童・
小学生の保護者のいずれも前
年度に比べ減少したことによ
り、「順調」と判断。
　早期の妊娠届出を勧奨する
ことで、妊娠11週までの届出
者の割合は、高水準で維持で
きている。
　また、乳児家庭全戸訪問
（のびのび赤ちゃん訪問事
業）やわいわい子育て相談
（乳幼児発達相談指導事業）
等を実施することで、妊娠期
から乳幼児期まで支援する仕
組みは概ねできている。

【課題】
　子育ての孤立化を防ぎ、地
域での見守り体制を充実して
いくために、関係機関と連携
し、より効果的な事業の推進
を図る。

　母親学級や面接での母子健
康手帳の交付による必要な知
識の普及や相談体制の充実、
情報提供などにより、母体の
心身の変化が著しい妊娠・出
産期における不安の軽減と、
健康管理を推進する。
　乳幼児健診の実施や関係機
関との連携などにより、発達
の気になる子どもの早期発見
および早期支援体制の強化を
図る。
　10代の妊婦や産後うつ、乳
幼児健診未受診などで養育困
難な状況にある家庭に対する
乳児家庭の全戸訪問や関係機
関と連携した地域での見守り
体制の強化などにより、継続
した支援を行う。
　乳幼児等医療費支給事業に
ついては、平成28年10月に制
度改正を行い、更なる支援の
拡充を図っていく。

0.80 人

人

人

0.40 人

職
員

人

10

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

乳幼児等医療費
支給事業

58.8%
(H20年度)

93.4%
(H25年度)

課
長

0.01

母子健康診査
子育
て支
援課

妊婦や乳幼児の疾病ま
たは異常の発見および
防止を図り、健康を保
持増進させるため、妊
婦、乳幼児の定期的な
健診の機会を提供す
る。
（妊婦健康診査、B型
肝炎母子感染防止事
業、先天性代謝異常等
検査、乳児健康診査、
1歳６か月児健康診
査、３歳児健康診査）

992,900

妊娠１１週までの妊娠届出
者の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

乳幼児等の健康の保持
と健やかな育成を図る
ため、保険診療にかか
る医療費の自己負担額
を助成する。

平成26年度
(25.6%)比

減少

12,300

3,615
係
長

0.05

係
長

0.40

971,502

職
員

平成25年度
(30.5%)比

減少

平成26年度
（94.2%）
比増加

子育
て支
援課

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計

画）」での成
果指標（目

標）

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

平成26年度
(30.2%)比

減少

順調

順調

　市民アンケートにおける
「子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合」については、就
学前児童の保護者Ｈ26年度
25.6％に対し23.9％、小学生
の保護者Ｈ26年度30.2％に対
し29.4％と減少している。
　制度を維持し、経済面にお
ける支援を行っていることか
ら、施策に対する効果は高い
と考え、「順調」と判断。

　妊娠11週までの妊娠届出者
の割合は、「元気発進！子ど
もプラン（第２次計画）」の
現状値である平成２５年度よ
りも増加しており、妊婦健診
の受診勧奨や必要な保健指導
の実施等妊娠早期からの母子
の健康管理につながっている
と考える。
　また、幼児健診の受診勧奨
ハガキの送付や育児学級など
で乳幼児健診について受診勧
奨した結果、健診受診率も概
ね維持している。（妊婦健診
受診率は、H26：97.4%、
H27：96.7%、３歳児健診受診
率は、H26：93.5%、H27：
91.9%）
　以上のことから、「順調」
と判断。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

2,506,1782,587,200

956,560

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

2,532,373

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計

画）」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

課
長

人

0.20

妊娠１１週までの妊娠届出
者の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

11

平成25年度
(31.6%)比

減少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

目
標

平成25年度
（93.4%）比

増加

実
績

93.8 ％

達
成
率

99.6 ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

目
標

平成25年度
（88.9%）比

増加

実
績

93.0 ％

達
成
率

107.1 ％

人

0.20

人

人

人

0.01

0.10

人

人
係
長

0.40

課
長

係
長

平成26年度
（86.8%）比

増加

のびのび赤ちゃ
ん訪問事業

45,723

子育
て支
援課

子育
て支
援課

平成26年度
（94.2%）
比増加

子育ての孤立化を防
ぎ、乳児の健全な育成
環境の確保を図るた
め、生後４か月までの
乳児がいるすべての家
庭を訪問することで、
子育て情報の提供を行
うとともに、さまざま
な不安や悩みを聞き、
支援が必要な家庭に対
して適切な指導や支
援、サービス提供に結
びつける。また、うつ
状態等を早期に把握
し、きめ細かに支援す
るため、全産婦に産後
うつを早期に発見する
ための質問票を用い
て、支援する。

母子健康手帳の交付、
妊産婦乳幼児なんでも
相談、母親学級、両親
学級、育児学級等の母
子保健教室、乳幼児発
達相談指導「わいわい
子育て相談」、乳幼児
健診未受診者フォロー
事業（児童虐待予防事
業）、その他母子保健
に関する事業を実施す
る。

0.40

0.10

4,115

職
員

職
員

23,459

課
長

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標
（目標）

21,22226,623

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(30.5%)比

減少

妊娠１１週までの妊娠届出
者の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成25年度
(30.5%)比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

　乳児家庭訪問の割合は前年
度86.8％に対し、93.0％と増
加しており、養育支援が必要
な家庭への保健師、助産師等
の専門職による訪問も継続実
施している。
　また、地域支援者（主任児
童委員）による地域に住む人
ならではの情報提供や関わり
も定着してきており、専門職
と地域支援者それぞれの強み
を活かした活動が展開されて
いる。
　以上のことから、「順調」
と判断。

順調

順調

　母親学級において、開催
数、参加人数は維持してお
り、希望する方は全て参加す
ることができている。
　妊娠11週までの妊娠届出者
の割合は、平成25年度
(93.8%)よりも0.4ポイント増
加しており、妊娠早期からの
母子の健康管理につながって
いると考える。
　母子健康手帳交付時をはじ
め、さまざまな機会を捉え
て、育児等に関する相談・専
門的支援や情報提供を行い、
母子の健康づくりに寄与して
いる。
　以上のことから「順調」と
判断。

6,150

13

すくすく子育て
支援事業

93.4%
(H25年度)

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

生後４か月までの乳児家庭
訪問の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

44,161

12

88.9%
(H25年度)

45,518
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）比

減少

実
績

30.2 ％

達
成
率

― ％

目
標

実
績

59.9 ％

達
成
率

103.5 ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）比

減少

実
績

23.9 ％

達
成
率

102.3 ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）比

減少

実
績

29.4 ％

達
成
率

101.1 ％

目
標

実
績

59.9 ％

達
成
率

103.5 ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）比

増加

実
績

49.0 ％

達
成
率

95.5 ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）比

減少

実
績

23.9 ％

達
成
率

102.3 ％

Ⅰ-1-
(1)-④

子育ての
不安や悩
みを軽減
する環境
づくり

　身近な地域における子育て
を支えるネットワークづくり
など、地域社会全体で子育て
を支援する環境づくりを進め
る。
　子育てに悩みや不安を持つ
保護者が、分かりやすく利用
しやすい相談体制を整備す
る。
　子育て中の人が知りたい情
報をタイムリーに手軽に入手
できるよう、情報誌やホーム
ページなどを活用した情報提
供を行う。

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合」は、就学前児童
及び小学生の保護者のいずれ
も前年度に比べ減少したこと
により、「順調」と判断。
　「こそだて情報」による情
報提供のほか、「親子ふれあ
いルーム」の継続した運営
や、地域の子育て支援団体な
どへの活動支援を行うこと
で、乳幼児を持つ保護者の子
育てへの不安の軽減に寄与し
たと考えている。
　また、「子ども・家庭相談
コーナー」や「子育て支援サ
ロン"ぴあちぇーれ”」で
は、子育て等に関する相談に
応じ、関係機関と連携しなが
ら、必要な対応を行う等、相
談者の不安や負担感の軽減が
できていると考えている。

【課題】
　子どもと家庭をとりまく環
境は変化しており、その相談
は多様化・複雑化している。
今後も子育ての不安や悩みを
軽減するため、親子ふれあい
ルームのスタッフの研修や、
コーナーの相談員の資質の向
上を図ることが必要。

順調

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

0.35
職
員

係
長

課
長

係
長

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育てが地域の人
に支えられている
と感じる人の割合

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

平成26年度
(25.6%)比

減少

15

14
総務
企画
課

－

子育て中の人が、子ど
もの成長に合わせた情
報をタイムリーかつ手
軽に入手できるよう、
情報誌の内容や、情報
提供方法の充実を図
り、必要とする市民に
子育ての情報を的確に
届ける。
また、本市が取り組ん
でいる子どもの健全育
成や子育て支援につい
ての成果や課題、デー
タを盛り込んだ「子ど
も家庭レポート」を発
行し、市民や地域の担
い手に周知すること
で、地域全体で子育て
を支援する環境づくり
の一助とする。

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

平成25年度
(30.5%)比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

－

7,275

課
長

0.10

6,150

0.10

人

0.35

0.20

人

人

人

人

人0.40
職
員

33,037

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H27～31年度）」掲
載内容

平成25年度
(57.9%)比

増加

平成26年度
(30.2%)比

減少

平成25年度
(31.6%)比

減少

平成26年度
(51.3%)比

増加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

平成26年度
(25.6%)比

減少

　「こそだて情報」に施設情
報を掲載することでより分か
りやすい構成・内容にするこ
とができた。
　また「子ども家庭レポー
ト」も予定どおり発行した。
　以上のことから、「順調」
と判断。

　親子ふれあいルームの利用
者数（乳幼児数）は43,117人
で、現状値に比べ1,000人以
上増加した。
　親子が気軽に集い、交流、
情報交換、育児相談等ができ
る「親子ふれあいルーム」を
運営することが、乳幼児を持
つ保護者の子育てへの不安の
軽減に寄与していると考え
る。
　市民アンケートにおける
「子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の保
護者）」は、前年度25.6%に
対し、23.9%であり、前年度
に比べ1.7ポイント近く減少
した。
　以上のことから、「順調」
と判断。

子育
て支
援課

親子ふれあい
ルーム運営事業

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

－

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

－

乳幼児を持つ保護者の
子育てへの不安を軽減
するため、親子が気軽
に集い、交流、情報交
換、育児相談等ができ
るスペースを既存の公
共施設を活用しなが
ら、区役所や児童館な
どで運営する。

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

順調

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

順調

4,017 3,884

平成25年度
(30.5%)比

減少

子育てに関する
情報提供の充
実・ＰＲ

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

3,166

32,26032,650

平成25年度
(57.9%)比

増加

子育てが地域の人
に支えられている
と感じる人の割合

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）比

減少

実
績

30.2 ％

達
成
率

― ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）比

減少

実
績

23.9 ％

達
成
率

102.3 ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）比

減少

実
績

29.4 ％

達
成
率

101.1 ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）比

減少

実
績

30.2 ％

達
成
率

― ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）比

減少

実
績

23.9 ％

達
成
率

102.3 ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）比

減少

実
績

29.4 ％

達
成
率

101.1 ％

6,075

職
員

4,150

課
長

0.05

平成25年度
(30.5%)比

減少

87,899

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

14,318

0.10

0.60
※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

17

子ども・家庭相
談コーナー運営
事業

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

各区役所に「子ども・
家庭相談コーナー」を
設置し、子どもと家庭
に関するあらゆる相談
をひとつの窓口で受
け、母子家庭の自立支
援、ＤＶ被害者対応、
児童虐待等、それぞれ
の相談に応じた支援・
対応を行うとともに、
必要に応じて他の機関
のサービス・支援へと
つなげる。

16
子育
て支
援課

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

人

人

人

職
員

0.10

係
長

0.00

0.30

課
長

人

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

平成25年度
(31.6%)比

減少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

　子育てに関する不安や悩み
の相談に対して、関係機関と
の連携、調整等を行い、適切
に対応した。
　また、育児講座を計画通り
に10回開催し、子育て支援の
充実が図れたため「順調」と
判断。

14,272
平成26年度
(25.6%)比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

　子ども・家庭相談コーナー
の相談件数は前年度78,881件
に対し、72,870件で約6,000
件減少しているが、市民アン
ケートにおける「子育ての悩
みや不安を感じる人の割合」
は、就学前児童においては前
年度25.6%に対し23.9%、小学
生の保護者においては前年度
30.2%に対し29.4%といずれも
減少している。
　子ども・家庭相談コーナー
では関係機関と連携し、それ
ぞれの内容に応じた支援・対
応を行い、相談者の不安や負
担感の軽減を図っていること
から、「順調」と判断。

順調

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

順調

人

係
長

人

平成26年度
(30.2%)比

減少

平成25年度
(30.5%)比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

14,293

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」策定時
のニーズ調査
による数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
(31.6%)比

減少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

保育
課

「子育て支援サロン
“ぴあちぇ－れ”」に
子育て支援総合コー
ディネータ－を配置
し、面接、電話やメー
ルによる子育てに関す
る相談の対応を行い、
必要な関係機関との連
携、調整等の支援を行
う。
また、大学教授や小児
科医、保育経験者等を
講師に招き、子どもの
発達や食育、遊び等を
テーマとした育児講座
の開催や絵本の貸出を
行い、子育て支援の充
実を図る。

子育て支援総合
コーディネー
ター事業

85,38882,433

平成26年度
(30.2%)比

減少

平成26年度
(25.6%)比

減少
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

6,000 人

実
績

4,947 人

達
成
率

82.5 ％

62.1%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（62.1%）比

減少

実
績

58.8 ％

達
成
率

108.7 ％

目
標

平成25年度
（10,011人）

比増加

実
績

10,015 人

達
成
率

97.7 ％

62.1%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（62.1%）比

減少

実
績

39.8 ％

達
成
率

146.1 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標

23か所
(H31年度)

実
績

15
か
所

達
成
率

115.4 ％

90.4%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（90.4%）比

向上

実
績

79.1 ％

達
成
率

100.8 ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）比

向上

実
績

89.3 ％

達
成
率

105.8 ％

Ⅰ-1-
(1)-⑤

特別な支
援を要す
る子育て
家庭への
対応

順調 　母子・父子福祉センターで
の就業支援に加え、看護師等
の資格取得を支援する「高等
技能訓練促進費等給付金」の
支給など、ひとり親家庭への
支援に取り組むとともに、各
家庭が自立に必要な施策を有
効に活用できるよう情報提供
を充実すなど、総合的な自立
支援を行う。
　児童養護施設において、家
庭的養護を推進するための小
規模グループケア、地域小規
模児童養護施設の設置を進め
るとともに、子どもたちへの
支援をさらに充実するため、
職員の資質の向上等を図る。
また、就職・進学に際し、児
童が希望する進路を選択でき
るよう、自立に向けた支援を
行う。
　育児不安の軽減を図るな
ど、児童虐待の発生予防に取
り組み、虐待に至る前に気に
なるレベルで適切な支援を行
う。
　児童虐待が深刻化する前に
早期発見・早期対応に取り組
み、子どもの安全を守るため
の一時保護や被虐待児のケ
ア、家族再統合に向けた保護
者への支援等を行うことで児
童虐待の防止に努める。

【評価理由】
　以下の取り組みにより、特
別な支援を要する子どもや家
庭に対し、適切に対応するこ
とができたことから、「順
調」と判断。
　ひとり親家庭等の福祉を総
合的に推進する母子・父子福
祉センターの認知度を上げる
ため、さまざまな機会を通じ
てセンターをＰＲした結果、
利用者数は延べ１万人を超
え、より多くのひとり親家庭
等に自立支援や就業支援等を
行うことができた。
　児童養護施設等において、
被虐待児等に対し、家庭的な
環境と安定した人間関係のも
とで、きめ細かなケアを提供
するため、地域小規模児童養
護施設を増設した。
　児童虐待の発生予防・早期
発見のため、関係職員に対す
る研修会を実施するなど関係
機関との連携強化を図り、迅
速かつ適切に対応した。

【課題】
　ひとり親家庭が自立し、安
定した生活を営むことができ
る社会環境づくりを推進する
ため、引き続きひとり親家庭
等の自立支援や就業支援など
に取り組むことが必要。
　社会的養護が必要な子ども
が健やかに育まれ、自立でき
る社会環境づくりを推進する
ため、引き続き児童養護に関
する環境整備に取り組むこと
が必要。
　障害のある子どもやその家
庭の支援のため、親子通園事
業等利用が必要な家庭へのさ
らなる周知を図る。
　虐待を受けた子どもの心の
ケアや虐待を行った保護者等
への再発防止策の対応が必
要。

係
長

課
長

―

平成26年度
(58.8%)比

減少
0.10

係
長

平成26年度
(10,252人)

比増加

―

人

4,650

4,871人
(H25年度)

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

―

10,011人
(H25年度)

ひとり親家庭の就業を支す
る施策の利用数（母子・父
子福祉センターの延べ利用
者数）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

ひとり親家庭の支援・相談
窓口を知らない人の割合
（母子・父子福祉セン
ター）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

平成26年度
（13か所）

比増加

0.02

0.85

0.30

人

課
長

0.10

課
長

平成25年度
(62.1%)比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

1,227

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

生活環境整備
等の促進

母子・父子福祉セ
ンターにおける講
座等の受講者延べ
人数

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計

画）」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

1,905,670

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

11か所
(H25年度)

1,847,900

職
員

1,769,116

　地域小規模児童養護施設が
１箇所増設された。
　地域小規模児童養護施設を
開始した施設については、対
象児童に落ち着きが見られる
など家庭的養護の効果が出て
いることから、「順調」と判
断。

41,297

　保育所・幼稚園・療育機関
等への移行先が決定した世帯
が62％を超え、移行支援とし
ての成果はでているものの、
親子通園クラスの実利用組数
は目標としていた前年度より
9組少ない29組であることか
ら「やや遅れ」と判断。
　なお、平成28年3月より実
施する施設を1ヶ所拡充し、
支援を強化したため、今後は
実利用者数が増加すると見込
んでいる。

0.20

0.20

18
子育
て支
援課

19

児童養護施設にお
ける生活環境整備
等の促進

―

平成25年度
(78.5%)比

向上保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

保育
課

幼児期の子どもの発達
や育児に関して、不安
や孤独感を抱えている
保護者にとっては、思
いを共有し、気兼ねな
く安心して親子で過ご
せる場所を提供する
等、伴走型の支援が必
要であり、あそびや体
験等を通じて、子育て
の楽しさや成長の喜び
を保護者が感じられる
よう保育所での継続し
た支援、相談を行う。

－

児童養護施設・乳児
院・情緒障害児短期治
療施設・自立支援施
設・自立援助ホーム・
ファミリーホーム・里
親において、保護を要
する児童に係る必要な
経費を負担し、社会的
養護が必要な子ども
が、それぞれの子ども
にあった生活環境で、
健やかに育まれ、自立
できる社会環境づくり
を推進する。

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)(H27～
31年度）」掲載内容

地域小規模児童養護施設・
小規模グループケアの実施
か所数

※「現状値」は「元気発
進！子どもプラン(第２次
計画）【H27～31年度】」
掲載内容

　市民アンケートにおける
「母子・父子福祉センターを
知らない人の割合」は前年度
58.8%に対し、39.8%と減少し
ている。
　母子・父子福祉センター延
べ利用者数も目標10,252人に
対し10,015人と目標に近い数
字であり、ひとり親家庭等の
生活の安定、福祉の向上に寄
与していると考え、「順調」
と判断。

順調1,480 0.05

職
員

人

人

「母子・父子福祉セン
ター」は、ひとり親家
庭や寡婦の生活上の悩
みや相談を受けたり、
仕事のために必要な知
識や技能を身につける
ための講座等を無料で
実施する。その他各種
研修会や催し等を行
い、ひとり親家庭等の
生活の安定、福祉の向
上を目指す。

ひとり親家庭の支
援・相談窓口を知
らない人の割合
（母子・父子福祉
センター）

母子・父子福祉
センター運営事
業

児童養護施設等
措置費

20 親子通園事業

子育
て支
援課

38,426

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

1,6853,642
平成26年度
(84.4%)比

向上

41,297

順調12,825

人

0.30

人

人

人

人

係
長

やや
遅れ

職
員
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

平成20年度
（374件）比

減少

実
績

454 件

達
成
率

― ％

目
標

平成25年度
（380件）比

減少

実
績

606 件

達
成
率

― ％

374件
(H20年度)

380件
(H25年度)

1.00

2.00

2.00

課
長

係
長

職
員

人

人

人

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

平成26年度
（454件）
比減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

　市民や関係機関職員を対象
とした児童虐待問題連続講
座、児童虐待対応リーダー養
成研修等を実施した結果、虐
待通告への意識が向上し、結
果的に児童虐待対応件数が平
成27年度で606件と、前年度
（平成26年度：454件）に比
べ152件（33.5%）増加したと
考えている。
　件数自体は増加している
が、児童の所属や警察等、関
係機関と連携しながら、児童
虐待の早期発見や早期対応な
ど、虐待が深刻化する前に適
切な支援が出来る体制づくり
が進んでいると考え「順調」
と判断。

平成25年度
（380件）
比減少

21

子ど
も総
合セ
ン
ター

児童虐待の早期発見及
び被虐待児童の迅速か
つ適切な保護を行うた
め、関係機関との連携
強化を図り、児童虐待
の防止等のために必要
な体制を整備するとと
もに、関係機関等の職
員の研修及び広報活動
を行う。

児童虐待防止
（子どもの人権
擁護）推進事業

児童虐待対応件数

※「現状値」及び
「中間目標」は
「元気発進！子ど
もプラン(第２次計
画)【H27～31年
度】」掲載内容

児童虐待対応件数

※「現状値」及び
「中間目標」は
「元気発進！子ど
もプラン(H22～26
年度）」掲載内容

14,736 13,92818,061 順調46,500
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

実
績

59.9 ％

達
成
率

103.5 ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）比

増加

実
績

49.0 ％

達
成
率

95.5 ％

目
標

実
績

59.9 ％

達
成
率

103.5 ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）比

増加

実
績

49.0 ％

達
成
率

95.5 ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）比

減少

実
績

23.9 ％

達
成
率

102.3 ％

目
標

実
績

59.9 ％

達
成
率

103.5 ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）比

増加

実
績

49.0 ％

達
成
率

95.5 ％

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

　市民アンケートにおける
「子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合」
は前年度51.3%に対し、
49.0％と減少しているが、提
供会員も順調に増加(前年度
比約60人増）し、研修や会員
同士の交流会の充実を図って
おり、安全で質の高いサービ
スを提供できていると考え
る。
　以上のことから、「順調」
と判断。

順調1,86514,77914,647

人

人

人

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）」
は、ほぼ横ばいであるもの
の、「子育ての悩みや不安を
感じる人の割合（就学前児童
の保護者）」は、前年度に比
べ減少したことから、「順
調」と判断。
　ほっと子育てふれあい事業
では、仕事の都合や子どもの
軽い病気の時に、ボランティ
ア組織「ほっと子育てふれあ
いセンター」の会員間の子ど
もの預かりや送迎など、子育
て支援サービスの充実を図
り、平成２７年度の会員数
は、依頼会員、提供会員とも
に増加した。
　子育てに関わる団体への活
動支援補助金についても、目
標件数どおり団体に対し交付
することができ、地域におけ
る子育て支援活動の促進を図
ることができた。
　また、「赤ちゃんの駅」登
録事業では、外出中に授乳や
オムツ替えなどで立ち寄るこ
とができる施設が404施設と
なるなど、子育て家庭が安心
して外出できる環境づくりを
さらに進めた。

【課題】
　引き続き、地域社会全体で
子育てを支援する環境づくり
を進めることが必要。

順調

　身近な地域における子育て
を支えるネットワークづくり
など、地域社会全体で子育て
を支援する環境づくりを進め
る。また、子育て家庭の状況
に応じて、必要な人に必要な
支援を適切に行うことのでき
る環境づくりを進める。
　子育てに悩みや不安を持つ
保護者が、分かりやすく利用
しやすい相談体制を整備す
る。

課
長

15,326 0.10

0.01

Ⅰ-1-
(1)-⑥

地域など
と行政の
連携・協
働による
子育て支
援の推進

職
員

0.30 人

人

人

人0.10

0.10

0.30

課
長

0.10

係
長

係
長

職
員

課
長

職
員

係
長

仕事の都合や子どもの
軽い病気の時に、ボラ
ンティア組織「ほっと
子育てふれあいセン
ター」の会員間で子ど
もの預かりや送迎な
ど、子育て支援サービ
スの充実を図る。

4,400

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

平成26年度
(51.3%)比

増加

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合

※「現状値」及び「中間目
※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

総務
企画
課

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

赤ちゃんの駅登
録事業

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

－

官民が協力して、乳幼
児を持つ保護者が外出
した際、授乳やオムツ
替えができる施設を
「赤ちゃんの駅」とし
て登録し、子育て中の
親が安心して外出でき
る環境づくりを行う。

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

乳幼児の親同士が交流
を通じて、自主的な活
動を行えるよう育児
サークルを支援する。
また、自由に参加・利
用できるフリースペー
スの活動を支援すると
ともに、地域で子育て
をしやすいシステムづ
くり、仲間づくりを支
援する。

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

子育
て支
援課

平成26年度
(25.6%)比

減少

1,300

平成26年度
(51.3%)比

増加

0.30 人

人

0.10

　赤ちゃんの駅の登録施設が
累計で404施設となり、目標
（371施設）を大幅に増加し
た。
　また、本市発祥のシンボル
マークを使用している自治体
数も１３自治体増加した。
　以上のことから、「大変順
調」と判断。

平成26年度
(51.3%)比

増加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

－

平成25年度
(57.9%)比

増加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(30.5%)比

減少

－

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

　市民アンケートにおける
「子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合」
は前年度51.3%に対し、
49.0％と減少しているが、
「子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の保
護者）」は前年度25.6%に対
し、23.9％と減少している。
　子育てに係る団体への補助
金件数は120件で、前年度よ
りも増加（１割増）してお
り、地域の子育て支援のニー
ズに沿った事業と判断され
る。
　以上のことから「順調」と
判断。

－

5,477

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

－

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

子育てが地域の人
に支えられている
と感じる人の割合

みんなの子育
て・親育ち支援
事業

24

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
(57.9%)比

増加

－

子育てが地域の人
に支えられている
と感じる人の割合

23

子育
て支
援課

ほっと子育てふ
れあい事業

22

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

平成25年度
(57.9%)比

増加

1,277

6,4005,105

1,372

順調

大変
順調

5,416

72



子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

94 園

実
績

94 園

達
成
率

100.0 ％

91.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（91.3%）比

向上

実
績

89.6 ％

達
成
率

120.8 ％

91.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（91.3%）比

向上

実
績

89.6 ％

達
成
率

120.8 ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）比

向上

実
績

89.3 ％

達
成
率

105.8 ％

　幼児教育振興助成補助金等
は、施設の設備や備品等の購
入など全私立幼稚園で活用さ
れ幼児教育環境の充実に寄与
した。
　また、全施設において預か
り保育を実施するなど子育て
支援事業を実施した。
　各施設においても、地域の
保護者のニーズに応じた子育
て支援事業を実施している。
　以上のことから「順調」と
判断。

順調6,190299,851311,968319,721

人

人

人

0.40

【評価理由】
　以下の取り組みにより、幼
稚園に対する満足度　（教
育・保育の内容）および保育
所に対する満足度　（教育・
保育の内容）のいずれも前年
度に比べ向上したことによ
り、「順調」と判断。
　全私立幼稚園において幼児
教育振興助成補助金等が活用
され、また全施設において預
かり保育を実施するなど子育
て支援事業の充実が図れた。
　保幼小連携事業を実施する
施設の割合は増加傾向にあ
り、保幼小連携研修会の参加
人数も増加した。

【課題】
　本市の幼児教育のさらなる
振興を図るため、私立幼稚園
への助成制度を継続すること
が必要。
　校区により連携の内容や頻
度にばらつきが見られるた
め、連携をより組織的・体系
的に進めることが必要。

　保育所、幼稚園等と小学校
間が連携し、保育所・幼稚園
等の保育環境から、小学校の
学習環境への円滑な接続を図
る。
　特別な支援が必要な子ども
への対応など子育て支援機能
の充実に取り組む。
　公私立幼稚園合同研修等幼
児教育の質の向上を図る。

平成26年度
(84.4%)比

増加

人

係
長

職
員

人

係
長

課
長

0.25

0.06

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

平成26年度
(74.2%)比

向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

幼稚園に対する満足度
（教育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

幼稚
園・
こど
も園
課

幼児教育の振
興・子育て支援
機能の充実

幼稚
園・
こど
も園
課

25

Ⅰ-1-
(2)-① 

幼児教育
の充実

26
保育所、幼稚
園、小学校の連
携

本市の幼児教育の振興
と子育て支援機能の強
化を図るため、私立幼
稚園での幼児教育環境
の整備（施設の設備や
備品・教材等の購入な
ど）や預かり保育、子
育て相談、体験保育な
どの子育て支援機能の
充実に対する助成を行
う。

人
　保幼小連携担当者名簿等の
作成・活用などにより保幼小
連携事業を実施する保育所、
幼稚園、小学校の割合は目標
どおりの97%を達成した。
　また、保幼小連携研修会の
参加人数も前年度に比べ50人
増の570人となっており、連
携の必要性の意識向上に寄与
した。
　以上のことから、「順調」
と判断。

0.05

保育所、幼稚園の保育
環境から小学校の学習
環境への円滑な接続を
図るため、公私、保幼
小の代表者で構成する
「保幼小連携推進連絡
協議会」を設置し、年
2回協議を行います。
また、保幼小連携担当
者を対象に研修会を実
施する。

預かり保育の実施
園

94園
(H26年度)

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

幼稚園に対する満足度
（教育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

―

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

0.35527

平成26年度
(74.2%)比

向上

548652

0.50

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

7,825

課
長

職
員

順調

順調
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

3,200 人
平成25年度
（6,342人）

比増加

課
長

0.10 人

実
績

5,279 人 5,415 人
係
長

0.50 人

達
成
率

165.0 ％ 102.6 ％
職
員

0.00 人

目
標

24 件

実
績

36 件 35 件

達
成

率 ― ％ 145.8 ％

目
標

実
績

2 件

達
成

率 66.7 ％

目
標

実
績

11.47 ％

達
成
率

― ％

目
標

500人
(H31年度)

実
績

291 人

達
成
率

120.7 ％

目
標

実
績

38.0 ％

達
成

率 ― ％

目
標

7.0人
(H31年度)

実
績

9.6 人 7.9
（暫定値） 人

達
成

率 ― ％ ― ％

目
標

10 人
平成25年度
（10人）
比増加

実
績

17 人 17 人

達
成

率 170.0 ％ 100 ％

6,342人
(H25年度)

222人
(H25年度)

38.1%
(H25年度)

11.0人
(H25年)

29

人

人

人

0.15

0.15

0.10

職
員

係
長

課
長

　就労体験参加数はＨ26年度
416人に比べ、Ｈ27年度は363
人で前年度を下回っている
が、ボランティアやコミュニ
ケーション講座などの全プロ
グラムの参加者数は前年度比
同水準であった。
　なお、「ＹＥＬＬ」利用者
に占めるプログラムの参加者
の割合は前年度より増加しい
る。
　さらに、就労や就学などの
実績は２９１人（前年度５０
人増）となった。
　以上のことから、「順調」
と判断。

順調3,77523,29123,73723,343

　次代を担う青少年が社会と
の関わりを自覚し、自己を確
立・向上していけるよう、引
き続き、青少年に社会体験活
動等の機会や場を提供する。
また、青少年の体験活動を支
える青少年施設のあり方の検
討を進める。
　青少年を有害環境から守る
ため、地域と連携し、有害環
境の浄化とともに、非行防止
に取り組む。
　警察や薬剤師会、地域団体
等との連携を図り、薬物乱用
防止教室や各種キャンペーン
等を行い、危険ドラッグをは
じめとする薬物乱用の撲滅機
運を高めるための取り組みを
推進する。

人

人

1.00

2.00 人

人

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

平成26年度
（241人）
比増加

職
員

6,150

25,875

課
長

24,361 24,765

3.57%
(H25年度)

―

社会生活を円滑に
営む上での困難を
抱えている若者の
割合

平成25年度
（3件）比

増加

―

若者による自主企
画事業の数

※活動指標へ移行

3件
(H25年度)

―

係
長

0.50

　再犯率は増加しているが、
再犯者数は前年対比１４人減
少しており、母数を構成する
少年検挙補導人員の減少と初
犯者数の減少により、再犯率
が増加したものと考える。
　「非行防止教室の開催」や
「少年補導委員補導活動」を
活発に行ったことにより、少
年非行の大きな指標となる
「非行者率」が減少してい
る。
　以上のことから「順調」と
判断。

　施設の開所から３年が経過
し、開所による効果が落ち着き
施設の利用者数が前年度を下回
る中、文化祭や音響を学ぶ講習
会など事業の種類を増やし、内
容の充実を図った。
　その結果、若者向け事業への
参加者数は２，５１３人（前年
度比９８８人増）となった。
　また、体験活動等の機会や場
の提供については、前年度同水
準を維持している。
　以上のことから、「順調」と
判断。

　様々な関係機関と連携し、
充実したボランティア活動を
推進した。
　ボランティア活動の参加者
についても、継続的に参加す
る者が増加した。
　以上のことから、「順調」
と判断。

1,876

30

青少年ボラン
ティアステー
ション推進事業

「北九州市『青
少年の非行を生
まない地域づく
り』推進本部」
運営事業

「ユースステー
ション」運営費

27

子ども・若者応
援センター
「YELL」の運営

青少年ボランティアステー
ションにおけるボランティ
ア体験活動者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

機会や場の
提供の増加

平成26年度
（5,279人）

比増加

青少年への社会体
験活動等の機会や
場の提供

21件
(H25年度)

27,648

1.00

青少
年課

社会の構成員としての規範意
識や他者への思いやり等の豊
かな人間性を育むとともに、
社会性や協調性等を身に付け
ることができるよう、青少年
が行うボランティア活動を支
援・促進します。
①ボランティア活動の推進：
青少年が参加できるボラン
ティアプログラムの開発及び
関係機関・団体等への働きか
けを行います。
②社会参加ボランティアの実
施：関係機関と連携しなが
ら、ボランティア活動を通し
た青少年の社会的自立を支援
します。
③リーダーの養成や登録：ボ
ランティア活動の知識や実践
力を育て、活動を支援できる
リーダーの養成及び登録を行
います。

青少
年課

中学生・高校生を中心
とした若者の活動拠点
となり、社会参加準備
のためのさまざまな活
動を体験することがで
きる施設として「ユー
スステーション」の運
営を行う。

1,949

42,400

Ⅰ-1-
(4)-①

青少年の
健全育
成・非行
を生まな
い地域づ
くり

28

青少
年課

1,887

―

少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者
率（暦年統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

39,950

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

平成25年
(11.0人)比

減少

平成26年度
(17人)と同

水準

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

人

31,687

10人
(H25年)

係
長

職
員

「Ⅰ非行防止対策」
「Ⅱ非行からの『立ち
直り』支援」「Ⅲ薬物
乱用の防止と啓発」
「Ⅳ地域団体・関係機
関との連携強化」の４
つの柱をたて、就労支
援の取り組みを強化す
るなど、青少年の非行
防止施策を総合的かつ
積極的に展開する。

29,830

平成26年
(9.6人)比

減少

北九州市協力雇用主見舞金
登録者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

14歳以上の検挙補導人員に
再犯者が占める割合（暦年
統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

不安定な雇用やニート（若
年無業者）、不登校やひき
こもり等、雇用情勢の悪化
や経済的格差の拡大、家族
や周囲との円滑なコミュニ
ケーションの欠如などによ
り、将来を見通せない不安
の中で、社会生活を円滑に
営む上での困難を抱えてい
る子どもや若者が増加して
いる。
　そのため、困難を抱える
子どもや若者を総合的にサ
ポート（コーディネート）
していく総合相談窓口『子
ども・若者応援センター
「ＹＥＬＬ」』を設置し、
自立を支援する。

青少
年課

人

1.25

課
長

1.30

順調

順調

順調

「YELL」来所相談者の就業
等実績（累計数）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年
(38.1%)比

減少

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者率
（暦年統計）」が減少するな
ど、地域社会全体で青少年を
健やかに育む環境づくりを進
められたことから、「順調」
と判断。
　青少年ボランティアステー
ション推進事業では、年間を
通じてボランティア活動情報
の提供や活動調整、活動支援
に努めた結果、ボランティア
事業・活動者数ともに増加し
た。
　ユースステーションでは、
利用者は昨年度より減少した
ものの、「若者向け事業への
参加者数」(前年度比約1,000
人増の2,513人）「若者によ
る自主企画事業の数」（前年
度比2件増の4件）ともに大幅
に増加するなど、子どもや若
者が豊かな社会性を身につ
け、自立できる力を育むため
の環境づくりを進めた。
　ひきこもり等悩みや課題を
抱える子どもや若者とその家
族等に対する総合的なサポー
トや非行防止教室の実施等青
少年の非行防止や立ち直り支
援を推進した。

【課題】
　小・中学校の子どもたち
が、さらに参加しやすいボラ
ンティア事業を推進していく
必要がある。

順調

平成25年度
（5.36%）
比減少
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

人件費（目安）

人数

H27年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H26年度

H26年度事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度

目
標

実
績

11.47 ％

達
成
率

― ％

目
標

実
績

2,663 件 2,237 件

達
成
率

84.0 ％

目
標

実
績

11.47 ％

達
成
率

― ％

目
標

500人
(H31年度)

実
績

291 人

達
成
率

120.7 ％

目
標

実
績

38.0 ％

達
成
率

― ％

目
標

7.0人
(H31年度)

実
績

9.6 人 7.9
（暫定値） 人

達
成
率

― ％ ― ％

目
標

10 人
平成25年度
（10人）
比増加

実
績

17 人 17 人

達
成
率

170.0 ％ 100 ％

―
平成26年度
（2,663件）

比増加

―

平成25年度
（5.36%）
比減少

平成25年
(11.0人)
比減少

順調

平成25年
(38.1%)比

減少

平成26年
度(17人)
と同水準

人

順調

1.30

1.00

順調

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

31,687

2,9001,128

　再犯率は増加しているが、
再犯者数は前年対比１４人減
少しており、母数を構成する
少年検挙補導人員の減少と初
犯者数の減少により、再犯率
が増加したものと考える。
　「非行防止教室の開催」や
「少年補導委員補導活動」を
活発に行ったことにより、少
年非行の大きな指標となる
「非行者率」が減少してい
る。
　以上のことから「順調」と
判断。

39,950

平成26年
(9.6人)比

減少

29,830
※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者
率（暦年統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

子ども・若者応援
センター「YELL」
の相談件数

2,366件
(H25年)

H25年度
（2,366人）

比増加

平成22年度
(7.37%)比減

少

社会生活を円滑に
営む上での困難を
抱えている若者の
割合

3.57%
(H25年度)

青少
年課

不安定な雇用やニート
（若年無業者）、不登
校やひきこもり等、雇
用情勢の悪化や経済的
格差の拡大、家族や周
囲との円滑なコミュニ
ケーションの欠如など
により、将来を見通せ
ない不安の中で、社会
生活を円滑に営む上で
の困難を抱えている子
どもや若者が増加して
いる。そこで、若者の
ための応援環境づくり
を推進する。

青少
年課

14歳以上の検挙補導人員に
再犯者が占める割合（暦年
統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容「Ⅰ非行防止対策」

「Ⅱ非行からの『立ち
直り』支援」「Ⅲ薬物
乱用の防止と啓発」
「Ⅳ地域団体・関係機
関との連携強化」の４
つの柱をたて、就労支
援の取り組みを強化す
るなど、青少年の非行
防止施策を総合的かつ
積極的に展開する。 北九州市協力雇用主見舞金

登録者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

11.0人
(H25年)

38.1%
(H25年度)

0.10

0.10

人

Ⅰ-1-
(4)-③ 

若者の自
立支援

31

33

若者のための応
援環境づくり推
進事業

子ども・若者応
援センター
「YELL」の運営

「北九州市『青
少年の非行を生
まない地域づく
り』推進本部」
運営事業

32

2.00

　若者向けホームページ(応
援サイト「ＹＥＬＬ」及び結
婚情報サイト「Ｌｉｆｅ」）
のアクセス件数は16,872件
で、前年度から6,114件減少
した。
　一方で、事業の柱の一つで
ある「ユースアドバイザー養
成講習会」は内容の見直しを
行い、参加者増（43名、前年
度8名増加）となった。
　また、子ども･若者応援セ
ンター「ＹＥＬＬ」の相談件
数は前年度を426件下回った
が、支援プログラムの参加者
の割合は前年度46.3%に比べ
53.0%と増加していることか
ら、「順調」と判断。

【評価理由】
　以下の取り組みにより、社
会生活を円滑に営む上で困難
を抱えている若者に対し、自
立を支援する環境づくりを進
めることができたことから、
「順調」と判断。
　若者向け情報サイトのアク
セス数は減少したが、ユース
アドバイザー養成講習会実施
による支援者のスキル向上な
どを図ったことで、困難を抱
える若者への支援に一定の効
果があったと考える。
　また、「子ども・若者応援
センター『ＹＥＬＬ』」の相
談件数は若干減少したが、就
労や就学などにつながった人
が291人（前年度50人増）と
なるなど、若者の自立が進ん
でいる。

【課題】
　社会生活を円滑に営む上
で、困難を抱えている若者の
割合が増えており、今後も、
継続的な支援が必要。

職
員

課
長

係
長42,400

1,496

0.10

人

人

人

人

課
長

係
長

職
員

―

1,655

　現代の若者の悩みやトラブ
ルは複合化・複雑化してお
り、不安定な雇用やニート
（若年無業者）、ひきこもり
などに対応するためには、従
来の個別分野における対応で
は限界がある。若者が自立で
きるまで、継続性のある有効
な支援を行っていくため、教
育、福祉、保健・医療、矯
正・更生保護、雇用等の関連
機関・団体が連携し、若者を
総合的にサポートする環境づ
くりを行う。
　警察や保護司会、協力雇用
主会等、関係機関・団体との
連携を図り、非行相談や、家
庭環境等に問題を抱える青少
年の居場所づくり、非行歴の
ある青少年の就労支援等、地
域の理解を深め、非行からの
立ち直りを支えるための取り
組みを推進する。

10人
(H25年)

平成26年度
（241人）
比増加

青少
年課

不安定な雇用やニート（若
年無業者）、不登校やひき
こもり等、雇用情勢の悪化
や経済的格差の拡大、家族
や周囲との円滑なコミュニ
ケーションの欠如などによ
り、将来を見通せない不安
の中で、社会生活を円滑に
営む上での困難を抱えてい
る子どもや若者が増加して
いる。
　そのため、困難を抱える
子どもや若者を総合的にサ
ポート（コーディネート）
していく総合相談窓口『子
ども・若者応援センター
「ＹＥＬＬ」』を設置し、
自立を支援する。

社会生活を円滑に
営む上での困難を
抱えている若者の
割合

人

順調

3.57%
(H25年度)

平成25年度
（5.36%）
比減少

―

23,343 23,737

222人
(H25年度)

　就労体験参加数はＨ26年度
416人に比べ、Ｈ27年度は363
人で前年度を下回っている
が、ボランティアやコミュニ
ケーション講座などの全プロ
グラムの参加者数は前年度比
同水準であった。
　なお、「ＹＥＬＬ」利用者
に占めるプログラムの参加者
の割合は前年度より増加して
いる。
　さらに、就労や就学などの
実績は２９１人（前年度５０
人増）となった。
　以上のことから、「順調」
と判断。

係
長

0.15 人

「YELL」来所相談者の就業
等実績（累計数）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

職
員

0.15 人

23,291 3,775

課
長

0.10
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

実
績

38.0 ％

達
成
率

― ％

目
標

7.0人
(H31年度)

実
績

9.6 人 7.9
（暫定値） 人

達
成
率

― ％ ― ％

目
標

10 人
平成25年度
（10人）
比増加

実
績

17 人 17 人

達
成
率

170.0 ％ 100 ％

38.1%
(H25年度)

11.0人
(H25年)

10人
(H25年)

　青少年を有害環境から守る
ため、地域と連携し、有害環
境の浄化とともに、非行防止
に取り組む。
　警察や薬剤師会、地域団体
等との連携を図り、薬物乱用
防止教室や各種キャンペーン
等を行い、危険ドラッグをは
じめとする薬物乱用の撲滅機
運を高めるための取り組みを
推進する。

Ⅱ-1-
(3)-⑤

非行や犯
罪を生ま
ない地域
づくり

人

31,687

人
課
長

係
長

職
員

1.30

人1.00

―

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

青少
年課

「Ⅰ非行防止対策」
「Ⅱ非行からの『立ち
直り』支援」「Ⅲ薬物
乱用の防止と啓発」
「Ⅳ地域団体・関係機
関との連携強化」の４
つの柱をたて、就労支
援の取り組みを強化す
るなど、青少年の非行
防止施策を総合的かつ
積極的に展開する。

少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者
率（暦年統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

北九州市協力雇用主見舞金
登録者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

14歳以上の検挙補導人員に
再犯者が占める割合（暦年
統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年
(11.0人)
比減少

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者率
（暦年統計）」が減少するな
ど、地域社会全体で青少年を
健やかに育む環境づくりを進
められたことから、「順調」
と判断。
　「北九州市青少年の非行を
生まない地域づくり」推進本
部では、関係行政機関、団体
の連携が図られ、各種施策を
計画どおりに進めることがで
きた。
　非行防止教室等の参加者数
も大幅に増加し、また、就労
支援プログラムの実施件数も
増加した。

【課題】
　引き続き非行防止・立ち直
り支援を重点的に取り組むこ
とが必要。

順調

2.00

39,95034

「北九州市『青
少年の非行を生
まない地域づく
り』推進本部」
運営事業

平成26年
度(17人)
と同水準

42,400 29,830

平成26年
(9.6人)比

減少

　再犯率は増加しているが、
再犯者数は前年対比14人減少
しており、母数を構成する少
年検挙補導人員の減少と初犯
者数の減少により、再犯率が
増加したものと考える。
　「非行防止教室の開催」や
「少年補導委員補導活動」を
活発に行ったことにより、少
年非行の大きな指標となる
「非行者率」が減少してい
る。
　以上のことから「順調」と
判断。

平成25年
(38.1%)比

減少

順調
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

目
標

平成20年度
（374件）比

減少

実
績

454 件

達
成
率

― ％

目
標

平成25年度
（380件）比

減少

実
績

606 件

達
成
率

― ％

目
標

平成25年度
（380件）比

減少

課
長

0.01 人

実
績

454 件 606 件
係
長

0.10 人

達
成
率

― ％ ― ％
職
員

0.15 人

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）比

減少

実
績

25.6 ％

達
成
率

― ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）比

減少

実
績

30.2 ％

達
成
率

― ％

目
標

平成20年度
（374件）比

減少

実
績

454 件

達
成
率

― ％

目
標

平成25年度
（380件）比

減少

実
績

606 件

達
成
率

― ％

374件
(H20年度)

380件
(H25年度)

374件
(H20年度)

380件
(H25年度)

380件
(H25年度)

　育児不安の軽減を図るな
ど、児童虐待の発生予防に取
り組み、虐待に至る前に適切
な支援を行う。
　児童虐待が深刻化する前に
早期発見・早期対応に取り組
み、子どもの安全を守るため
の一時保護や被虐待児のケ
ア、家族再統合に向けた保護
者への支援等を行うことで児
童虐待の防止に努める。

35

人

2.00 人
係
長

人

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

0.60

課
長

係
長

職
員

職
員

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

課
長

18,061 14,736

2.00

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

46,500

平成25年度
（380件）
比減少

平成26年度
（454件）
比減少

　小児救急病院に児童虐待
コーディネーターを配置し、
児童虐待対応のためのマニュ
アルを完成させた。
　また、児童虐待対応向上の
ための教育研修を実施した。
　児童虐待対応の体制整備が
進んでいるため、「順調」と
判断。

2,5494,500

1.00

37

36

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

6,075

13,928

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成26年度
（454件）比

減少

1,310

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

【評価理由】
　以下の取り組みにより、
「子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合」が、就学前児
童・小学生の保護者のいずれ
も前年度に比べ減少したこと
により、「順調」と判断。
　児童虐待の発生予防・早期
発見のため、関係職員に対す
る研修会を実施するなど関係
機関との連携強化を図り、迅
速かつ適切に対応した。
　また、児童虐待防止医療
ネットワーク事業を推進する
ため、児童虐待対応向上のた
めの教育研修を実施した。
　また、「子ども・家庭相談
コーナー」では、子育て等に
関する相談に応じ、関係機関
と連携しながら、必要な対応
を行う等、相談者の不安や負
担感の軽減ができていると考
えている。

【課題】
　虐待を受けた子どもの心の
ケアや虐待を行った保護者等
への再発防止策の対応が必
要。

2,240

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）

人

人

87,899 82,433 85,388

　児童虐待対応件数は、増加
傾向にあり、その相談内容は
複雑化している。
　子ども・家庭相談コーナー
では関係機関と連携して、そ
れぞれの内容に応じた支援・
対応を行い、相談者の不安や
負担感の軽減を図っている。
　以上のことから「順調」と
判断。

順調

　市民や関係機関職員を対象
とした児童虐待問題連続講
座、児童虐待対応リーダー養
成研修等を実施した結果、虐
待通告への意識が向上し、結
果的に児童虐待対応件数が平
成27年度で606件と、前年度
（平成26年度：454件）に比
べ152件（33.5%）増加したと
考えている。
　件数自体は増加している
が、児童の所属や警察等、関
係機関と連携しながら、児童
虐待の早期発見や早期対応な
ど、虐待が深刻化する前に適
切な支援が出来る体制づくり
が進んでいると考え「順調」
と判断。

人

0.05

0.10

平成25年度
(30.5%)比

減少

平成26年度
（454件）比

減少

平成25年度
（380件）
比減少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成25年度
(31.6%)比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

各区役所に「子ども・
家庭相談コーナー」を
設置し、子どもと家庭
に関するあらゆる相談
をひとつの窓口で受
け、母子家庭の自立支
援、ＤＶ被害者対応、
児童虐待等、それぞれ
の相談に応じた支援・
対応を行うとともに、
必要に応じて他の機関
のサービス・支援へと
つなげる。

児童虐待の早期発見及
び被虐待児童の迅速か
つ適切な保護を行うた
め、関係機関との連携
強化を図り、児童虐待
の防止等のために必要
な体制を整備するとと
もに、関係機関等の職
員の研修及び広報活動
を行う。

児童虐待防止
（子どもの人権
擁護）推進事業

子ども・家庭相
談コーナー運営
事業

子育
て支
援課

児童虐待の早期発見、
早期対応につなげるた
め、中核的な小児救急
病院等に児童虐待コー
ディネーターを配置
し、地域の医療機関か
ら児童虐待対応に関す
る相談への助言を行う
など、医療機関を中心
としたネットワークを
構築し、児童虐待対応
への必要な体制整備を
行う。

子育
て支
援課

Ⅱ-3-
(1)-④

子どもの
人権の尊
重

児童虐待防止医
療ネットワーク
事業

平成25年度
（380件）比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

子ど
も総
合セ
ン
ター

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

順調

順調

順調
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由および課題

事業評価の成果指標（目標・実績）

H27年度H26年度

H26年度

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

人数

H27年度 人件費（目安）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

90.4%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（90.4%）比

向上

実
績

79.1 ％

達
成
率

100.8 ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）比

向上

実
績

89.3 ％

達
成
率

105.8 ％

人

人

人

0.20

0.10

0.10
課
長

保護者の就労形態の多
様化等に対応するた
め、保育所の保育時間
を午後7時もしくは8時
まで延長する「延長保
育」の充実を図る。ま
た、保護者のパート就
労や育児リフレッシュ
等の理由により、一時
的に家庭での保育が困
難となる児童を保育所
において保育する「一
時保育」の充実を図
る。さらに、保育所の
通常保育に加え、延長
保育や一時保育におい
ても、統合保育の可能
な障害のある児童の受
け入れを行う「障害児
保育」の充実を図る。

保育
課

特別保育事業補
助

3,6501,362,412673,107776,332

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に

よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

38

Ⅳ-3-
(2)-②

女性が活
躍する産
業都市づ
くりの推
進

　子どもの生活リズムに十分
配慮しながら、幼稚園におけ
る預かり保育や保育所におけ
る延長保育、休日保育など、
多様なニーズに対応した保育
サービスの充実を図る。

【評価理由】
　保護者の働き方や地域の実
情に応じた多様な保育を提供
するため、延長保育や一時保
育、障害児保育といった特別
保育や、病児・病後児保育の
充実を図ったことから、「保
育所に対する満足度　（教
育・保育の内容）」が前年度
に比べ向上したことにより、
「順調」と判断。

【課題】
　引き続き、多様化する保育
ニーズの対応に努めることが
必要。

順調

　平成27年度は、新たに3施
設が延長保育事業（1時間延
長）を実施したほか、1施設
が延長保育の時間を1時間か
ら2時間に延長した。その結
果、平成27年度の延長保育全
体の延べ利用児童数は17,745
人であり、多様化する就労形
態への対応として高い効果が
あった。
　また、平成27年度は新たに
5施設で一時保育を実施し
た。その結果、全76施設にお
いて年間延べ23,234人の児童
が一時保育を利用した。
　以上のことから「順調」と
判断。

順調

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

職
員

係
長

保育所に対する満足度（教
育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成26年度
(84.4%)比

向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時
のニーズ調査
による数値

平成25年度
(78.5%)比

向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成
果指標（目

標）
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